
スタッフ
担当教授

▶▶主な研究テーマ

▶▶主な研究内容

ー 10 ー

●❶ 器官培養を用いた神経変性疾患の病態解析
❷ 病態解析に資するシナプス分子動態可視化解析
❸ リアノジン受容体修飾薬の開発
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１．神経変性疾患は遺伝的要因だけでなく神経細胞の
活動や周囲の環境の影響を受け緩徐に進行しますが、
その初期病態は不明です。当研究室では、 生体内の神
経回路と環境を保ちつつ生体外で長期維持可能な脳器
官培養(スライス培養)系を用いて、アルツハイマー病
をはじめとする神経変性疾患の初期病態を再現する生
体外モデルを構築し解析を行っています。

２．神経変性疾患の初期病態の一つにシナプス機能の
変調が挙げられますが、その実態には不明な点が多
く、シナプス分子の精緻な動態をナノメートルスケー
ルで可視化する技術が待ち望まれています。当研究室
では、独自開発の全く新しい蛍光標識法を用いること
で脳内においてシナプス分子の動きを1分子レベルで
直接追跡し、それに基づき病態を検出する技術の開発
を進めています。

３．リアノジン受容体（RyR）は骨格筋および心筋の
筋小胞体に存在する Ca2+遊離チャネルです。 Ca2+ 
は筋収縮に必須であり、RyRの機能異常はさまざまな
筋疾患や不整脈性心疾患 を引き起こします。当研究室
では、RyR活性を特異的に修飾する薬物（阻害薬、活
性化薬）の開発を行っています。これらは 新しい筋／
心疾患治療薬として疾患克服に向けた大きな一歩にな
る可能性があります。


	空白ページ



